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16
伝で
ん

信し
ん

機き　

横よ
こ

地ち

邦ほ
う

松し
よ
う
　

隠お

岐き

平へ
い

村む
ら
の

人び
と

一
線
何
人
架
二
碧
空
一
。
捷
二
於
飛
電
一
詎
論
レ
風
。
誰
図
告
レ
往
知
レ
来
妙
。
寄
在
二
無
声
無
臭
中
一
。

【
訓
読
】
一い

つ

線せ
ん

何な
ん

人ぴ
と

か
碧へ
き

空く
う

に
架か

け
し
、
飛ひ

電で
ん

よ
り
捷は
や

き
こ
と
詎い
ず

く
ん
ぞ
風か
ぜ

を
論ろ
ん

ぜ
ん
。
誰た
れ

か
図は
か

ら
ん
往お
う

を
告つ

げ
来ら
い

を
知し

る
の
妙み
よ
うの
、
寄よ

せ

て
無む

声せ
い

無む

臭し
ゆ
うの
中う
ち

に
在あ

る
を
。

【
大
意
】「
伝
信
機
」。
電
信
線
が
一
本
、
空
に
か
か
っ
て
い
る
。
一
体
誰
が
か
け
た
の
だ
ろ
う
。
電
信
は
稲
妻
よ
り
速
い
、
ま
し
て
風
な
ど

は
言
わ
ず
も
が
な
、
あ
っ
と
い
う
間
に
応
答
が
な
さ
れ
る
。
孔
子
の
「
諸
（
こ
れ
）
に
往
を
告
げ
れ
ば
来
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
同

じ
く
孔
子
の
こ
と
ば
で
あ
る
「
無
声
無
臭
」
の
こ
の
電
気
に
載
せ
ら
れ
て
実
現
す
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

【
注
釈
】
伝
信
―
電
信
。
幕
末
に
実
験
的
に
導
入
、
明
治
初
期
に
全
国
に
普
及
し
た
。
古
く
は
こ
の
標
記
が
一
般
。
明
治
十
二
年
五
月
十
五

日
松
江
に
電
信
局
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
（『
松
江
市
史
』）
と
関
係
す
る
か
。　

横
地
邦
松
―
不
詳
。
儒
者
雨
森
精
翁
口
授
『
便
蒙
日
本
政
記

纂
語
講
義
』（
未
見
）に
横
地
邦
松
筆
記
と
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
松
江
で
雨
森
門
下
で
学
ん
だ
人
。　

隠
岐
平
村
―
現
隠
岐
の
島
町
平
。

江
戸
期
よ
り
あ
る
村
名
。
明
治
十
二
年
、
周
吉
郡
編
入
。　

飛
電
―
稲
妻
。
潘
岳
・
蛍
火
賦
「
熲
た
る
こ
と
飛
電
の
宵
に
逝
く
が
若
し
」。　

告
往
知
来
―
論
語
・
学
而
「
諸
（
こ
れ
）
に
往
を
告
げ
て
来
を
知
る
者
な
り
」。
通
説
で
は
、
往
は
過
去
（
す
で
に
言
っ
た
こ
と
）、
来
は
未

来
（
ま
だ
言
わ
な
い
こ
と
）
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
電
信
の
「
往
来
」
の
意
に
掛
け
て
い
る
。　

無
声
無
臭
―
詩
経
・
大
雅
・
文
王
「
上

天
の
載
（
こ
と
）
は
声
も
無
く
臭
も
無
し
」。
中
庸
に
も
引
く
。
天
道
の
不
可
知
に
し
て
、
玄
妙
な
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
電
気
（
ま

た
通
信
線
、
電
気
信
号
）
の
玄
妙
な
る
こ
と
に
掛
け
て
い
る
。

　

老
雨
云
。
使
二
用
経
語
一
。
絶
無
二
痕
跡
一
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
経け
い

語ご

を
使し

用よ
う

し
て
、
絶た

え
て
痕こ
ん

跡せ
き

無な

し
。



二

【
大
意
】
雨
森
精
翁
の
評
。
四
書
五
経
の
語
を
使
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
形
跡
を
う
か
が
わ
せ
な
い
の
は
さ
す
が
だ
。

【
注
釈
】
絶
無
痕
跡
―
詩
人
玉
屑
「
集
句
は
惟
だ
荆
公
最
も
長
ぜ
り
。
胡
笳
十
八
拍
は
混
然
と
し
て
天
成
、
絶
え
て
痕
跡
無
し
」。

17
渓け
い

村そ
ん

夜よ
る

帰か
え
る
　

釈
し
や
く

弘こ
う

軒け
ん　

吉よ
し

田だ

氏し　

出い

雲ず
も

松ま
つ

江え
の

人ひ
と

渓
村
日
落
乱
雲
翔
。
茅
屋
陰
沈
水
一
方
。
月
黒
橋
頭
人
不
レ
見
。
野
狐
吹
レ
火
夜
茫
々
。

【
訓
読
】
渓け

い

村そ
ん

日ひ

落お

ち
乱ら
ん

雲う
ん

翔と

び
、
茅ぼ
う

屋お
く

陰い
ん

沈ち
ん

た
り
水み
ず

の
一い
つ

方ぽ
う

。
月つ
き

黒く
ろ

く
橋
き
よ
う

頭と
う

に
人ひ
と

見み

え
ず
、
野や

狐こ

火ひ

を
吹ふ

い
て
夜よ
る

茫ぼ
う

々ぼ
う

。

【
大
意
】「
谷
間
の
村
に
夜
帰
っ
た
と
こ
ろ
・
・
・
」。
谷
間
の
村
で
は
日
が
没
し
吹
き
乱
さ
れ
た
雲
が
天
を
渡
っ
て
い
く
。
か
や
ぶ
き
の
屋

根
が
川
の
向
こ
う
側
で
黒
々
と
沈
ん
で
い
く
。
月
の
光
は
ほ
と
ん
ど
な
く
橋
の
上
に
は
人
影
が
見
え
な
い
。
野
狐
が
火
の
玉
を
吹
き
だ
し
た
。

と
り
と
め
も
な
い
夜
が
ふ
け
て
い
く
。

【
注
釈
】
釈
弘
軒
―
名
は
因
成
、
ま
た
省
試
斎
と
号
す
。
松
江
真
光
寺
の
僧
、
学
を
雨
森
精
翁
に
受
く
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
没
。

年
五
十
八
。　

渓
村
―
韓
愈
・
杜
工
部
の
墳
に
題
す「
路
渓
村
に
入
る
こ
と
数
百
歩
」。　

乱
雲
―
主
に
夕
方
の
風
に
吹
き
乱
さ
れ
た
雲
。王
筠
・

夕
霽
を
望
む
「
連
山
乱
雲
を
巻
く
」。
杜
甫
・
雪
に
対
す
「
乱
雲
薄
暮
に
低
し
」。　

翔
―
傅
玄
・
天
郊
饗
神
歌
「
景
雲
翔
」。　

茅
屋
―
か

や
ぶ
き
の
屋
根
。
引
い
て
、粗
末
な
あ
ば
ら
家
。　

陰
沈
―
本
来
は
、雲
が
厚
く
、暗
い
こ
と
。
鮑
照
・
都
に
還
る
口
号
「
陰
沈
煙
塞
合
す
」。　

水
一
方
―
水
は
川
。
一
方
は
向
こ
う
側
。
詩
経
・
小
雅
・
蒹
葭
「
所
謂
伊
の
人
、
水
の
一
方
に
在
り
」。　

月
黒
―
月
が
な
い
真
っ
暗
闇
の

状
態
。
王
昌
齢
・
箜
篌
引
「
其
の
時
月
黒
く
し
て
猿
啾
啾
」。　

橋
頭
―
本
来
は
橋
梁
の
端
で
岸
に
接
す
る
部
分
。
広
く
、
橋
の
あ
た
り
を

指
す
。
施
肩
吾
・
望
夫
詞
「
却
っ
て
恨
む
橋
頭
売
卜
の
人
」。　

人
不
見
―
謝
霊
運
・
委
羽
山
に
題
す
「
鶴
の
背
に
人
見
え
ず
」。　

野
狐
吹

火
―
方
鳳
・
故
宮
怨
「
妖
狐
火
を
吹
き
月
地
に
堕
つ
」。
吹
火
は
、
本
来
、
火
に
息
を
吹
き
付
け
て
、
燃
え
上
が
ら
せ
る
意
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
日
本
の
伝
説
に
よ
り
、
狐
が
火
の
玉
を
吹
き
出
す
（
狐
火
）
と
考
え
た
い
。
蕪
村
「
狐
火
や
髑
髏
に
雨
の
た
ま
る
夜
に
」。　

夜
茫

茫
―
茫
茫
は
ぼ
ん
や
り
と
広
が
っ
て
い
く
様
子
。
蘇
軾
・
永
遇
楽
「
夜
茫
茫
た
り
」。

　

編
者
云
。
一
読
使
二
人
心
悸
一
。

【
訓
読
】
編へ

ん

者じ
や

云い

う
。
一い

ち

読ど
く

人ひ
と

を
し
て
心し

ん

悸き

せ
使し

む
。
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【
大
意
】
編
者
の
評
。
一
読
し
た
だ
け
で
胸
が
ド
キ
ド
キ
す
る
。

【
注
釈
】
心
悸
―
恐
れ
の
あ
ま
り
、
心
臓
の
鼓
動
が
速
ま
る
こ
と
。
後
漢
書
・
梁
節
王
暢
伝
「
肌
慄
え
心
悸
す
」。

18
暁ぎ
よ
う

行こ
う　

北き
た

尾お

漸ぜ
ん

一い
ち

郎ろ
う　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と　

住
と
う
き
よ
う
に
じ
ゆ
う
す

東
京

安
将
二
千
尺
絲
一
。
繋
二
此
欲
レ
傾
月
一
。
立
尽
柳
陰
中
。
水
風
吹
二
散
髪
一
。

【
訓
読
】
安い

ず

く
に
か
千せ
ん

尺し
ゃ
くの
絲い
と

を
将も
つ

て
、
此こ

の
傾か
た
むか
ん
と
欲ほ
つ

す
る
月つ
き

を
繋つ
な

が
ん
。
立た

ち
尽つ

く
す
柳
り
ゆ
う

陰い
ん

の
中う
ち

、
水す
い

風ふ
う

散さ
ん

髪ぱ
つ

を
吹ふ

く
。

【
大
意
】「
朝
の
旅
」。
ど
う
に
か
し
て
千
尺
の
糸
で
今
し
も
傾
い
て
没
し
よ
う
と
す
る
こ
の
月
を
ひ
き
と
ど
め
た
い
も
の
だ
。
柳
陰
で
立
ち

尽
く
し
て
い
る
と
、
川
か
ら
の
風
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
髪
が
吹
き
上
げ
ら
れ
る
。

【
注
釈
】
北
尾
漸
一
郎
―
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
生
ま
る
。
松
江
藩
の
侍
医
、一
時
の
名
医
の
多
納
光
儀
、田
代
響
平
と
名
を
斉
し
う
す
。

の
ち
居
を
東
京
に
移
す
。
気
象
学
者
北
尾
次
郎
の
養
父
。　

立
尽
―
こ
こ
は
日
本
語
の
「
た
ち
つ
く
す
」
を
も
と
に
し
た
和
製
漢
語
を
わ
ざ

と
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
有
名
な
柳
永
・
玉
蝴
蝶
其
の
一
「
断
鴻
声
裏
、
立
尽
斜
陽
」
は
、
夕
陽
が
無
く
な
る
ま
で
立
ち
続
け
る
こ
と
だ
か

ら
、
こ
こ
も
夜
が
尽
き
る
ま
で
立
ち
続
け
る
と
い
う
つ
も
り
な
の
か
も
知
れ
な
い
。　

散
髪
―
本
来
は
髪
を
く
く
ら
ず
に
ば
ら
ば
ら
に
す
る

こ
と
。
こ
こ
は
、
明
治
四
年
の
散
髪
令
に
よ
っ
て
、
ち
ょ
ん
ま
げ
を
や
め
て
、
西
洋
風
の
髪
型
、
散
切
り
頭
に
し
た
こ
と
を
意
識
す
る
で
あ

ろ
う
。
時
代
の
変
化
を
受
け
容
れ
つ
つ
も
、
と
ま
ど
う
気
分
が
こ
の
詩
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。　

　

老
雨
云
。
婉
而
雅
。
宋
人
口
吻
。
○
勉
斎
云
。
雅
而
潔
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
婉え
ん

に
し
て
雅が

。
宋そ
う

人ひ
と

の
口こ
う

吻ふ
ん

。
○
勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
雅が

に
し
て
潔け
つ

。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
婉
曲
で
あ
っ
て
し
か
も
風
雅
。
宋
朝
の
文
人
の
口
ぶ
り
だ
。
○
山
村
勉
齋
評
。
風
雅
で
あ
っ
て
し
か
も
清
潔
。

【
注
釈
】
婉
而
雅
―
は
っ
き
り
い
わ
な
い
面
白
さ
と
し
っ
か
り
し
た
高
雅
な
体
を
兼
ね
て
い
る
。
二
つ
の
関
係
す
る
よ
う
な
、
反
発
す
る
よ

う
な
気
分
の
取
り
合
わ
せ
を
楽
し
ん
だ
評
。
李
廌
・
宝
干
山
茶「
婉
雅
た
る
瑞
荷
の
花
」。　

宋
人
口
吻
―
上
述
の
柳
永
の
詞
を
意
識
す
る
か
。

な
よ
や
か
な
中
に
も
強
さ
を
秘
め
た
作
風
。　

雅
而
潔
―
高
雅
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
世
俗
の
汚
れ
が
な
い
。
こ
れ
も
二
概
念
の
微
妙
な
関

係
の
中
に
こ
の
作
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
周
密
・
斉
東
野
語
・
文
荘
公
滑
稽
「
少
き
自
り
雅
潔
を
好
み
、
性
は
滑
稽
な
り
」。
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春し
ゅ
ん

夜や

観か
ん

梅ば
い　

淞
し
よ
う

雨う

散さ
ん

人じ
ん　

相あ
い

見み

氏し　

名な
は

敏び
ん

修し
ゆ
う
　

字
あ
ざ
な
は

允い
ん

叔し
ゆ
く
　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

香
雪
霏
々
夜
洒
レ
袍
。
満
身
清
気
勧
二
春
醪
一
。
忽
然
呼
レ
快
人
抛
レ
盞
。
月
出
二
梅
花
一
三
尺
高
。

【
訓
読
】
香こ

う

雪せ
つ

霏ひ

ひ々

と
し
て
夜よ
る

袍ほ
う

に
洒そ
そ

ぎ
、
満ま
ん

身し
ん

の
清せ
い

気き

春し
ゆ
ん

醪ろ
う

を
勧す
す

む
。
忽こ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
快
こ
こ
ろ
よし
と
呼よ

び
人ひ
と

盞さ
か
ず
きを
抛ほ
う

る
、
月つ
き

梅ば
い

花か

よ
り
出い

づ
る

こ
と
三さ

ん

尺じ
ゃ
くの
高た
か

き
。

【
大
意
】「
春
の
夜
、
梅
を
観
賞
す
る
」。
香
る
雪
と
で
も
い
う
べ
き
梅
花
が
次
々
と
こ
の
夜
着
物
に
降
り
注
ぐ
、
体
中
が
清
ら
か
な
気
に
み

ち
た
よ
う
で
、
春
絞
り
た
て
の
ど
ぶ
ろ
く
の
杯
が
進
む
。
突
然
、
す
ば
ら
し
い
と
叫
ん
で
、
盃
を
ほ
う
っ
た
。
月
が
梅
花
か
ら
三
尺
ほ
ど
高

く
に
か
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

【
注
釈
】
淞
雨
散
人
―
相
見
淞
雨
。
松
江
の
人
、
篆
刻
を
善
く
す
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
没
。
年
四
十
八
。
美
術
学
者
相
見
香
雨

の
父
。　

香
雪
―
白
い
花
。
特
に
梅
花
の
散
る
様
。
蘇
軾
・
月
夜
客
と
杏
花
の
下
に
飲
む「
争
い
て
長
条
を
挽
い
て
香
雪
を
落
と
す
」。　

霏
々

―
雨
や
雪
が
降
る
様
。　

洒
袍
―
蘇
軾
・
凌
虚
台
「
微
雪
袍
に
洒
い
で
斑
な
り
」。
袍
は
上
着
。　

春
醪
―
春
に
出
来
る
酒
。
醪
は
、も
ろ
み
、

濁
り
酒
だ
が
、
広
く
酒
を
指
す
と
考
え
て
も
良
い
。
陶
潜
・
挽
歌
の
辞
に
擬
す
「
春
醪
浮
蟻
を
生
ず
」。　

呼
―
叫
に
同
じ
。　

抛
盞
―
酒

宴
な
ど
で
、
興
奮
す
る
仕
草
。
白
居
易
・
諸
客
と
空
腹
に
し
て
飲
む
「
盃
を
抛
っ
て
同
坐
に
語
る
」。

　

編
者
云
。
三
四
清
麗
可
レ
愛
。
○
又
云
。
夜
作
レ
乱
如
何
。

【
訓
読
】
編へ

ん

者じ
や

云い

う
。
三さ
ん

四し

清せ
い

麗れ
い

に
し
て
愛あ
い

す
可べ

し
。
○
又ま
た

云い

う
。
夜や

は
乱ら
ん

に
つ
く
る
は
如い
か
ん何
。

【
大
意
】
編
者
評
。
三
句
目
、
四
句
目
は
、
清
ら
か
に
し
て
美
麗
、
愛
す
べ
き
味
わ
い
の
あ
る
表
現
だ
。
○
さ
ら
に
。「
夜
」
字
を
「
乱
」
字

に
変
え
た
ら
ど
う
か
。

【
注
釈
】
清
麗
―
清
新
で
華
麗
。
す
っ
き
り
し
て
い
る
が
け
れ
ん
み
も
あ
る
感
じ
。　

夜
作
乱
如
何
―
題
に
す
で
に
春
夜
と
あ
る
の
で
重
ね

て
い
う
必
要
は
な
く
、
適
当
な
副
詞
を
入
れ
た
ら
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
淞
雨
は
、
昼
で
は
な
く
、
夜
だ
か
ら
こ
そ
の
興
趣
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
が
。
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送
三
岡
本
生
巡
二
視
都
留
郡
一
（
岡お
か

本も
と

生せ
い

の
都つ

留る

郡ぐ
ん

を
巡
じ
ゆ
ん

視し

す
る
を
送お
く

る
）　　
　

�

星せ
い

秋し
ゆ
う

痩そ
う

士し　

吉よ
し

岡お
か

氏し　

名な
は

弘ひ
ろ
し
　

字
あ
ざ
な
は

篤と
く

夫ふ　

松ま
つ

江え
の

人ひ
と　

住す
る
が
ぬ
ま
づ
に
じ
ゆ
う
す

駿
河
沼
津

篠
籠
之
山
鬱
巃
崧
。
猿
橋
之
水
激
二
怒
瀧
一
。
世
人
争
説
行
路
難
。
君
今
秪
役
向
二
其
中
一
。
苟
能
心
平
道
自
坦
。
万
苦
辛
中
亦
可
レ
悰
。
君

不
レ
見
世
途
到
処
足
二
危
険
一
。
豈
啻
猿
橋
与
二
篠
籠
一
。

【
訓
読
】
篠さ

さ

籠ご

の
山や
ま

は
鬱う
つ

巃ろ
う

崧し
ゆ
うた
り
、
猿さ
る

橋は
し

の
水み
ず

は
怒ど

瀧ろ
う

を
激げ
き

す
。
世せ

人じ
ん

争あ
ら
そい
て
説と

く
行こ
う

路ろ

の
難か
た

き
を
、
君き
み

今い
ま

秪し

役え
き

し
て
其そ

の
中う
ち

に
向む

か
う
。

苟い
や

し
く
も
能よ

く
心
こ
こ
ろ

平た
い

ら
か
に
す
れ
ば
道み
ち

自お
の
ずら
坦た
ん

な
ら
ん
、
万ば
ん

苦く

辛し
ん

中ち
ゆ
う

亦ま

た
悰た
の

し
む
可べ

し
。
君き
み

見み

ず
や
世せ
い

途と

到い
た

る
処
と
こ
ろ

危き

険け
ん

足た

る
、
豈あ

に
啻た

だ

に
猿さ

る

橋は
し

と
篠さ
さ

籠ご

と
の
み
な
ら
ん
や
。

【
大
意
】「
岡
本
氏
が
都
留
郡
に
公
務
出
張
で
巡
視
に
い
く
の
を
送
る
詩
」。
笹
子
峠
の
あ
た
り
の
山
は
う
っ
そ
う
と
樹
木
が
茂
り
、
猿
橋
の

下
を
流
れ
る
川
は
、
怒
り
狂
っ
た
よ
う
な
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
る
。
世
の
中
の
人
々
が
道
中
の
厳
し
さ
を
声
高
に
言
う
そ
の
場
所
に
、
今
君

は
公
務
で
赴
こ
う
と
し
て
い
る
。
心
が
平
穏
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
道
も
自
然
と
平
坦
に
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
変
な
苦
労
も
楽
し
み

に
な
る
さ
。
ご
覧
よ
、
世
間
の
道
こ
そ
い
た
る
と
こ
ろ
危
険
ば
か
り
だ
、
猿
橋
と
笹
子
峠
だ
け
で
は
な
い
ぞ
。
気
を
つ
け
て
い
き
た
ま
え
。

【
注
釈
】
岡
本
―
同
僚
か
。
不
明
。　

都
留
郡
―
古
代
よ
り
山
梨
県
（
甲
斐
国
）
に
あ
っ
た
郡
で
あ
る
が
、
明
治
十
一
年
南
北
都
留
郡
に
わ

か
れ
て
行
政
区
画
と
し
て
は
消
滅
。　

星
秋
痩
士
―
吉
岡
星
秋
。
名
は
弘
、
字
は
篤
夫
、
沢
野
含
斎
・
雨
森
精
翁
に
従
学
し
、
ま
た
詩
を
苔

洲
・
枕
山
・
黄
石
・
松
塘
諸
氏
に
学
ぶ
。
松
江
藩
の
行
人
と
な
り
、
み
ず
か
ら
士
族
を
辞
し
、
藩
主
に
説
き
て
藩
籍
を
も
っ
て
奉
還
す
。
東

京
に
移
り
住
み
、
の
ち
静
岡
・
高
知
・
鹿
児
島
の
裁
判
所
長
を
歴
任
す
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
没
す
。
年
五
十
一
な
り
。
こ
れ
は
、

静
岡
に
赴
任
し
て
い
た
頃
の
作
品
。　

篠
籠
―
笹
子
峠
。
山
梨
県
大
月
市
と
甲
州
市
の
境
に
あ
る
峠
。
甲
州
街
道
の
難
所
と
し
て
有
名
。
笹

は
国
字
で
あ
る
の
で
、篠
籠
の
標
記
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。　

鬱
巃
崧
―
韓
淲
・
晩
興
「
山
近
く
し
て
鬱
と
し
て
巃
嵷
た
り
」。
杜
甫
・

同
谷
七
歌
「
古
木
巃
崧
枝
相
樛
う
」。　

猿
橋
―
山
梨
県
大
月
市
に
あ
る
桂
川
に
架
か
る
刎
橋
。
甲
州
街
道
の
難
所
で
あ
り
、
名
所
。　

怒

瀧
―
た
ぎ
る
波
。
逆
巻
く
波
。
虞
集
・
韓
伯
高
の
浙
西
に
僉
憲
た
る
を
送
る
「
応
に
勝
る
べ
し
愁
吟
の
怒
瀧
に
対
す
る
に
」。
中
国
で
は
ソ

ウ
（
サ
ウ
）
の
音
が
優
勢
だ
が
、
こ
こ
で
は
押
韻
の
た
め
、
ロ
ウ
と
読
む
。　

行
路
難
―
李
白
の
詩
、
行
路
難
よ
り
。
道
を
行
く
こ
と
が
困

難
な
こ
と
。
転
じ
て
、世
渡
り
の
難
し
さ
の
比
喩
と
な
る
。　

秪
役
―
祗
役
。
秪
は
慣
用
。
謹
ん
で
王
命
を
奉
じ
て
出
張
す
る
こ
と
。
公
務
。　
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悰
―
歓
楽
の
意
。
押
韻
の
た
め
に
用
い
た
。
謝
朓
・
遊
東
田
「
戚
戚
と
し
て
悰
し
み
無
き
に
苦
し
む
」。　

危
険
―
も
と
も
と
は
山
道
の
険

し
い
様
。
引
い
て
一
般
に
危
険
な
も
の
を
さ
す
。
董
逃
行
「
山
頭
危
険
に
し
て
道
路
難
し
」。　

君
不
見
―
楽
府
で
読
者
に
呼
び
か
け
る
常

套
の
表
現
。
反
語
と
し
て
用
い
る
。
君
も
分
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
注
目
せ
よ
等
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。　

世
途
―
世
間
の
道
。
俗

世
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
。
李
白
・
古
風
五
十
九
「
世
途
翻
覆
多
し
」。

　

老
雨
云
。
似
乙
自
二
李
白
行
路
難
一
来
甲
。
苟
能
二
句
。
解
人
語
。【
甲
点
は
も
と
甲
レ
点
に
作
る
。
今
改
む
】

　

老ろ
う

雨う

云い

う
。
李り

白は
く

の
行こ
う

路ろ

難な
ん

自よ

り
来き
た

る
に
似に

た
り
。
苟こ
う

能の
う

の
二に

句く

は
、
解か
い

人じ
ん

の
語ご

。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
李
白
の
「
行
路
難
」
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
苟
能
」
以
後
の
二
句
は
、
世
の
中
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

て
い
る
人
の
こ
と
ば
と
い
え
よ
う
。

【
注
釈
】
李
白
―
行
路
難
三
首
が
あ
る
。　

苟
能
二
句
―
心
の
持
ち
よ
う
で
、
危
険
に
対
処
で
き
、
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。
詩
の

前
半
は
人
生
の
困
難
を
指
摘
し
、
後
半
人
生
訓
に
転
ず
る
。　

解
人
―
道
理
が
分
か
っ
て
い
る
人
。
世
間
知
に
傾
く
か
。
三
国
志
・
呉
志
・

孫
覇
王
伝
「
解
人
当
に
爾
る
べ
か
ら
ず
邪
」。

21
秋し

ゆ
う

晩ば
ん

即そ
く

成せ
い　

峡
き
よ
う

南な
ん

居こ

士じ　

秋あ
き

山や
ま

氏し　

東と
う

京き
ょ
う

人の
ひ
と

山
山
秋
色
老
。
遠
樹
暮
雲
横
。
有
レ
約
僧
来
晩
。
柴
門
墜
葉
声
。�

【
訓
読
】
山さ
ん

山さ
ん

秋し
ゆ
う

色し
よ
く

老お

い
、
遠え
ん

樹じ
ゆ

暮ぼ

雲う
ん

横よ
こ

た
わ
る
。
約や
く

有あ

る
も
僧そ
う

来き
た

る
こ
と
晩お
そ

し
、
柴さ
い

門も
ん

墜つ
い

葉よ
う

の
声こ
え

。

【
大
意
】「
秋
の
夕
暮
れ
。
即
興
の
作
」。
ど
の
山
も
紅
葉
し
て
秋
の
景
色
が
老
い
て
い
く
よ
う
だ
、
遙
か
遠
く
の
木
々
に
暮
れ
な
ず
む
雲
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。
約
束
し
た
の
に
、
和
尚
さ
ん
な
か
な
か
来
な
い
な
。
柴
を
束
ね
た
粗
末
な
門
に
葉
が
落
ち
る
お
と
だ
け
が
き
こ
え
る
。

【
注
釈
】
峡
南
居
士
―
不
明
。
峡
南
は
甲
斐
国
の
こ
と
（
山
梨
県
。
峡
は
か
い
と
読
む
）。
居
士
は
、
在
俗
の
仏
教
信
者
。　

山
山
―
山
と
い

う
山
全
て
が
。
日
本
語
の
「
や
ま
や
ま
」
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。
高
啓
・
大
痴
小
画
「
山
山
秋
樹
赤
し
」。　

秋
色
老
―
李
白
・
秋
に

宣
城
謝
朓
北
楼
に
登
る
「
秋
色
梧
桐
老
ゆ
」。
雍
陶
・
韋
処
士
郊
居
「
門
外
晩
晴
秋
色
老
ゆ
」。　

柴
門
―
し
ば
を
編
ん
で
つ
く
っ
た
門
。
引

い
て
、
質
素
で
閑
静
な
草
庵
。
陶
潜
・
癸
卯
歳
始
春
古
田
舍
を
懐
う
二
首
其
二
「
長
吟
柴
門
を
掩
う
」。
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編
者
云
。
冷
淡
有
レ
趣
。

【
訓
読
】
編へ

ん

者じ
や

云い

う
。
冷れ
い

淡た
ん

趣
お
も
む
き

有あ

り
。

【
大
意
】
編
者
評
。
心
静
か
に
落
ち
着
い
た
描
写
、
興
趣
が
あ
る
。

【
注
釈
】
冷
淡
―
濃
艶
の
対
。
あ
っ
さ
り
と
し
た
さ
び
の
あ
る
味
わ
い
。
白
居
易
・
白
牡
丹
「
白
花
冷
淡
人
の
愛
す
る
無
し
」。　

有
趣
―
趣

が
あ
る
。
風
雅
で
あ
る
。
王
融
・
芳
樹
「
暗
風
多
く
趣
き
有
り
」。

22
早そ

う

春し
ゆ
ん

病び
よ
う

中ち
ゆ
う

作の
さ
く
　

香こ
う

洲し
ゆ
う

釣ち
よ
う

客か
く　

米よ
ね

田だ

氏し　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

経
レ
旬
疎
懶
廃
二
吟
哦
一
。
一
枕
悠
然
養
二
宿
痾
一
。
骨
相
病
来
同
レ
鶴
痩
。
光
陰
夢
裏
似
二
駒
過
一
。
暖
吹
二
楊
柳
一
烟
痕
嫩
。
春
入
二
梅
花
一
雪
色

多
。
布
襪
茅
鞋
無
レ
可
レ
用
。
踏
青
時
節
奈
二
詩
魔
一
。【
踏
青
は
も
と
蹈
青
に
作
る
。
今
改
む
】

【
訓
読
】
旬じ

ゆ
んを
経へ

て
疎そ

懶ら
ん

吟ぎ
ん

哦が

を
廃は
い

し
、
一い
つ

枕ち
ん

悠ゆ
う

然ぜ
ん

と
し
て
宿
し
ゆ
く

痾あ

を
養や
し
なう
。
骨こ
つ

相そ
う

病び
よ
う

来ら
い

鶴つ
る

に
同お
な

じ
く
痩や

せ
、
光こ
う

陰い
ん

夢む

裏り

駒こ
ま

の
過す

ぐ
る
に
似に

る
。

暖あ
た
たか
き
は
楊よ
う

柳り
ゆ
うを
吹ふ

い
て
烟え
ん

痕こ
ん

嫩や
わ
らか
に
、春は
る

は
梅ば
い

花か

に
入い

り
て
雪せ
つ

色し
よ
く

多お
お

し
。
布ふ

襪べ
つ

茅ぼ
う

鞋あ
い

用も
ち

い
る
可べ

き
無な

し
、踏と
う

青せ
い

時じ

節せ
つ

詩し

魔ま

を
奈い

か
ん
せ
ん
。

【
大
意
】「
早
春
病
床
に
あ
っ
て
の
作
」。
病
気
に
な
っ
て
か
ら
も
う
十
日
か
。
体
が
だ
る
く
て
、
詩
を
吟
ず
る
こ
と
も
や
め
て
し
ま
っ
た
。

ひ
と
ま
ず
枕
に
つ
い
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
長
い
病
を
養
生
す
る
こ
と
に
し
た
。
我
が
体
躯
は
病
気
に
な
っ
て
か
ら
、
鶴
の
そ
れ
の

よ
う
に
痩
せ
て
い
る
。
時
間
は
夢
の
中
の
よ
う
で
、
馬
が
目
の
前
を
一
瞬
で
駆
け
る
よ
う
に
急
速
に
過
ぎ
て
い
く
。
暖
気
が
柳
に
吹
き
付
け

て
か
す
み
で
湿
っ
た
あ
と
が
柔
ら
か
な
艶
を
も
っ
て
い
る
。
春
の
気
配
は
白
梅
に
入
り
込
ん
で
、
季
節
感
と
は
裏
腹
に
ま
っ
し
ろ
な
雪
景
色

が
広
が
る
よ
う
に
見
え
る
。
靴
下
や
靴
を
履
い
て
外
出
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
。
ま
も
な
く
踏
青
の
遠
足
で
み
ん
な
う
き
う
き
跳
ね
回
る

時
期
に
な
る
と
い
う
の
に
、
悪
魔
に
魅
入
ら
れ
た
よ
う
に
自
然
の
中
で
詩
を
作
り
た
い
こ
の
衝
動
を
、
私
は
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
。

【
注
釈
】
香
洲
釣
客
―
米
田
香
洲
。
名
は
事
、
天
鱗
に
学
び
て
、
詩
を
善
く
す
。
大
正
二
年
（
一
九
一
一
）
没
す
。
年
五
十
二
。　

経
旬
―

旬
は
十
日
。
杜
甫
・
江
畔
独
り
歩
ん
で
花
を
尋
ぬ
七
绝
句
其
の
一
「
旬
を
経
て
出
で
て
飲
み
独
り
空
床
」。　

疎
懶
―
疎
は
疏
の
俗
字
。
な

ま
け
る
こ
と
。
嵇
康
・
山
巨
源
に
与
え
て
絶
交
す
る
書
「
経
学
に
渉
ら
ず
、
性
復
た
疏
懶
た
り
」。
杜
甫
・
西
郊
「
疏
懶
意
何
ぞ
長
き
」。　

吟
哦
―
抑
揚
を
つ
け
て
詩
を
朗
誦
す
る
こ
と
。
ま
た
、
声
に
出
し
て
詩
を
推
敲
す
る
こ
と
。
王
安
石
・
石
賡
の
帰
寧
す
る
を
送
る
「
久
し
く



八

已
に
吟
哦
を
廃
す
」。　

一
枕
―
枕
に
つ
い
て
一
眠
り
す
る
こ
と
。
枕
は
動
詞
と
し
て
読
む
か
。
丁
仙
芝
・
薦
福
寺
英
公
新
た
に
禅
堂
を
搆

う
る
に
和
す
「
一
た
び
枕
す
西
山
の
外
」。　

悠
然
養
宿
痾
―
悠
然
は
、
外
物
を
心
的
に
は
る
か
な
も
の
と
し
て
心
を
動
か
さ
な
い
こ
と
。

こ
こ
で
は
、
病
苦
を
気
に
せ
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
構
え
る
こ
と
。
陶
潜
・
飲
酒
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」。
孔
武
仲
・
松
下�

「
悠
然
と
し

て
天
和
を
養
う
」。
宿
痾
は
、
長
い
時
間
い
つ
ま
で
も
留
ま
り
続
け
る
病
気
。
陸
游
・
北
窓
「
宿
痾
二
竪
を
走
ら
し
む
」。　

骨
相
―
骨
格
。

引
い
て
容
貌
、
体
格
。
韓
愈
・
韶
州
張
端
公
使
君
に
留
別
す
「
自
ら
嘆
ず
虞
翻
骨
相
の
屯
な
る
を
」。　

鶴
痩
―
下
句
と
対
な
の
で
、「
鶴

の
痩
す
る
に
同
じ
」
と
訓
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
・
楊
九
弘
貞
長
安
病
中
寄
せ
ら
る
に
酬
ゆ
「
鶴
瘦
せ
て
貌
弥
よ
清
ら
か
な
り
」。　

光
陰
―
光
は
日
。
陰
は
月
。
月
日
、
引
い
て
時
間
。　

似
駒
過
―
荘
子
・
知
北
遊
「
人
生
天
地
の
間
、
白
駒
の
郤
（
隙
）
を
過
ぐ
る
が
如

し
」。
過
隙
白
駒
と
熟
し
て
、
人
生
の
短
さ
に
た
と
え
る
。　

暖
吹
―
吹
は
本
来
名
詞
（
吹
く
風
。
去
声
）
で
、
暖
風
の
意
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
吹
を
動
詞
（
平
声
）
で
用
い
て
、
暖
気
を
帯
び
た
風
が
吹
く
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
唐
高
宗
・
守
歳
「
条
は
煖
吹
を
含
み
て
分
か

る
」。　

楊
柳
―
広
く
や
な
ぎ
を
指
す
。
詩
経
・
小
雅
・
鹿
鳴
「
昔
我
れ
往
く
矣
、
楊
柳
依
依
た
り
」。　

烟
痕
―
烟
痕
は
厳
密
に
は
靄
の
残

し
た
あ
と
の
意
味
で
あ
る
が
、
靄
自
体
を
指
す
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。　

嫩
―
嫩
は
、
若
い
草
木
の
柔
弱
な
さ
ま
。
引
い
て
自
然
現

象
の
か
す
か
な
さ
ま
。
こ
こ
は
靄
が
う
っ
す
ら
と
か
か
っ
て
い
る
の
意
に
解
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
仲
殊
・
驀
山
渓
「
青
豆
初
芽
を
破
り
、

烟
痕
を
払
い
、
一
枝
独
り
嫩
か
な
り
」。　

春
入
梅
花
―
文
天
祥
・
宴
朱
衡
守
致
語
口
号
「
春
梅
花
に
入
り
て
新
雨
香
る
」。　

雪
色
多
―
雪

景
色
。
徐
陵
・
春
情
「
雪
色
故
年
残
る
」。
ま
た
雪
の
よ
う
な
白
色
。
杜
甫
・
久
雨
、王
将
軍
を
期
す
る
も
至
ら
ず
「
射
殺
す
林
中
雪
色
の
鹿
」。　

布
襪
茅
鞋
―
布
で
作
っ
た
足
袋
、か
や
で
作
っ
た
靴
。
共
に
平
民
の
粗
末
な
履
き
物
。
こ
れ
ら
を
履
い
て
外
出
す
る
こ
と
を
い
う
。
茅
鞋
は
、

わ
ら
靴
を
意
識
し
た
日
本
漢
語
か
。
杜
甫
・
奉
先
劉
少
府
の
新
た
に
画
く
山
水
障
の
歌「
青
鞋
布
韈
此
従
り
始
ま
る
」。　

無
可
用
―
欧
陽
脩
・

漁
家
傲「
顧
う
に
我
が
薄
才
用
い
る
可
き
無
し
」。　

踏
青
―
春
の
青
草
を
踏
ん
で
遊
ぶ
中
国
の
風
習
。
春
の
野
遊
び
。
踏（
タ
フ
）は
ス
キ
ッ

プ
を
し
て
跳
ね
回
る
感
じ
。
蹈
（
タ
ウ
）
は
、
蹈
襲
の
蹈
で
、
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ッ
プ
を
足
で
た
ど
る
感
じ
。
従
っ
て
踏
青
字
の
方
が
良
い

と
思
わ
れ
る
が
、
ご
く
稀
に
蹈
青
の
語
も
使
わ
れ
る
。
楊
万
里
・
三
月
晦
日
越
王
台
に
遊
ぶ
「
自
ら
憐
れ
む
蹈
青
の
人
に
及
ば
ざ
る
を
」。　

時
節
―
他
で
も
な
い
こ
の
季
節
に
な
ん
と
ま
あ
と
い
う
感
じ
。
杜
甫
・
江
南
に
李
亀
年
に
逢
う
「
落
花
の
時
節
に
又
君
に
逢
う
」。　

詩
魔

―
狂
気
の
ご
と
く
、
詩
作
を
非
常
に
好
む
こ
と
。
白
居
易
・
酔
吟
二
首
、
其
の
二
「
酒
狂
又
詩
魔
を
引
い
て
発
す
、
日
午
悲
吟
し
て
日
の
西
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九

す
る
に
至
る
」。

　

老
雨
云
。
頷
聯
似
二
顧
鉄
卿
一
。
○
編
者
云
。
頸
聯
似
二
真
山
民
一
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
頷が
ん

聯れ
ん

は
顧こ

鉄て
つ

卿け
い

に
似に

る
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
頸け
い

聯れ
ん

は
真し
ん

山さ
ん

民み
ん

に
似
る
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
第
二
聯
は
、
顧
鉄
卿
の
作
風
に
似
て
い
る
。
○
編
者
評
。
第
三
聯
は
真
山
民
の
作
風
に
似
て
い
る
。

【
注
釈
】顧
鉄
卿
―
清
代
の
文
学
者
、顧
禄（
一
七
九
三
年
―
一
八
四
三
年
）。
鉄
卿
は
そ
の
字
。
呉
県
の
人
。
蘇
州
風
俗
を
紹
介
し
た『
清
嘉
録
』

が
日
本
で
有
名
。
こ
こ
で
、
彼
の
ど
の
詩
句
を
意
識
し
て
い
る
の
か
不
明
。　

真
山
民
―
南
宋
の
詩
人
。
宋
の
遺
民
と
し
て
生
き
た
ら
し
い

が
、本
名
経
歴
不
明
。
そ
の
著
「
真
山
民
詩
集
」
は
特
に
日
本
で
読
ま
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
有
名
な
五
律
「
新
春
」
を
意
識
す
る
か
。「
余

凍
雪
纔
か
に
乾
き
、
初
晴
日
驟
か
に
暄
か
な
り
。
人
心
は
新
歳
月
、
春
意
は
旧
乾
坤
。
煙
は
碧
に
し
て
柳
色
を
回
し
、
焼
は
青
く
し
て
草
魂

を
返
す
。
東
風
厚
薄
無
く
、
例
に
随
い
て
衡
門
に
到
る
」。

23
秋し

ゆ
う

湖こ

晩ば
ん

景け
い　

桂け
い

窓そ
う

学が
く

人じ
ん　

中な
か

村む
ら

氏し　

出い
ず

雲も

松ま
つ

江え
の

人ひ
と

白
雁
黄
蘆
浅
水
秋
。
平
波
十
里
夕
陽
収
。
随
レ
風
烟
靄
乍
濃
淡
。
一
帯
湖
山
沈
又
浮
。

【
訓
読
】
白は

く

雁が
ん

黄こ
う

蘆ろ

浅せ
ん

水す
い

の
秋あ
き

、
平へ
い

波は

十じ
ゆ
う

里り

夕せ
き

陽よ
う

収お
さ

ま
る
。
風か
ぜ

に
随
し
た
が

っ
て
烟え
ん

靄あ
い

乍た
ち
まち
濃の
う

淡た
ん

、
一い
つ

帯た
い

の
湖こ

山ざ
ん

沈し
ず

ん
で
又ま
た

浮う

か
ぶ
。

【
大
意
】「
秋
の
宍
道
湖
。
暮
れ
方
の
景
色
」。
秋
の
湖
は
浅
い
。
白
鳥
と
黄
色
に
枯
れ
た
蘆
が
見
え
る
。
静
か
な
波
が
十
里
四
方
に
広
が
り
、

水
平
線
に
夕
日
が
沈
ん
で
い
く
。
風
に
乗
っ
て
も
や
が
濃
く
な
っ
た
り
薄
く
な
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
に
つ
れ
、
湖
と
周
囲
の
山
一
帯
が
沈
ん

で
は
消
え
、
浮
い
て
は
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

【
注
釈
】
桂
窓
学
人
―
不
明
。
中
村
姓
の
当
時
松
江
で
有
名
な
詩
人
に
中
村
笠
村
、
中
村
鶯
山
が
い
る
が
、
同
定
の
決
め
手
に
欠
け
る
。　

白
雁
―
マ
ガ
モ
の
一
種
。
や
や
小
柄
。
全
身
純
白
色
。
中
国
で
は
、
儀
礼
、
贈
答
用
に
珍
重
さ
れ
、
詩
に
も
よ
く
詠
ま
れ
る
。
冬
鳥
で
ま
れ

に
日
本
に
も
来
る
。
た
だ
、こ
こ
で
は
、宍
道
湖
で
普
通
に
見
ら
れ
る
白
鳥
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。　

黄
蘆
―
枯
れ
た
ア
シ
。
晩
秋
、

冬
の
景
物
。
王
昌
齢
・
九
江
口
作
「
望
み
尽
く
す
黄
蘆
の
洲
」。　

浅
水
―
浅
瀬
と
言
う
よ
り
も
、
秋
か
ら
冬
に
水
が
涸
れ
た
状
態
を
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
司
空
曙
・
江
村
即
事
「
只
だ
蘆
花
浅
水
の
辺
に
在
ら
ん
」。　

平
波
―
さ
ざ
波
。
静
か
に
広
が
る
湖
面
。
李
商
隠
・
病
中
・
・
・



一
〇

「
十
頃
平
波
岸
に
溢
れ
て
清
し
」。　

十
里
―
宍
道
湖
の
一
周
が
十
日
本
里
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
数
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。　

夕
陽

収
―
竇
鞏
・
隠
者
を
訪
ぬ
る
も
遇
わ
ず
「
槿
花
半
点
夕
陽
収
ま
る
」。　

烟
靄
―
烟
も
霞
も
も
や
、
か
す
み
。
王
勃
・
慈
竹
賦
「
崇
柯
振
い

て
烟
霭
生
ず
」。　

乍
濃
淡
―
欧
陽
脩
・
初
寒
「
雲
容
乍
ち
濃
淡
」。　

一
帯
―
本
来
は
帯
状
の
も
の
を
さ
し
た
が
、
引
い
て
、
地
域
や
風
景

の
広
が
り
を
言
う
。
梵
琦
・
浄
土
を
懐
う
「
一
带
の
雲
山
一
の
草
堂
」。　

湖
山
―
宍
道
湖
と
そ
の
周
り
の
山
山
。
孟
浩
然
・
九
日
龍
沙
作
「
湖

山
興
を
発
す
る
こ
と
多
し
」。　

沈
又
浮
―
小
雅
・
菁
菁
者
莪
「
泛
泛
た
る
楊
舟
、
載
ち
沈
み
載
ち
浮
く
」。
王
縝
・
馬
龍
州
に
宿
る
其
の
一

「
世
態
波
の
如
く
沈
み
又
浮
か
ぶ
」。
靄
に
見
え
隠
れ
す
る
景
色
が
浮
沈
し
て
い
る
さ
ま
と
と
も
に
、
自
ら
が
船
に
乗
っ
て
揺
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
非
現
実
的
な
感
覚
を
も
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

老
雨
云
。
清
淡
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
清せ
い

淡た
ん

。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
清
ら
か
で
淡
い
情
景
。

【
注
釈
】
清
淡
―
清
潔
淡
泊
。
人
格
に
つ
い
て
言
う
こ
と
が
多
い
が
、
自
然
の
静
か
な
様
を
も
い
う
。
世
説
新
語
・
言
語
注
引
王
中
郎
伝
「
祖

は
東
海
太
守
丞
、
清
淡
平
遠
」。

24
晩ば

ん

秋し
ゆ
う

布ふ

志じ

名な

帰き

舟し
ゆ
う
　

石せ
き

逕け
い

山さ
ん

人じ
ん　

中な
か

山や
ま

氏し　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

山
色
依
微
看
欲
レ
無
。
篙
頭
繊
月
映
二
寒
蘆
一
。
疎
鐘
声
落
篷
窓
裡
。
恰
似
楓
江
夜
泊
図
。

【
訓
読
】
山さ

ん

色し
よ
く

依い

微び

と
し
て
看み

る
み
る
無な

か
ら
ん
と
欲ほ
つ

す
。
篙こ
う

頭と
う

の
繊せ
ん

月げ
つ

寒か
ん

蘆ろ

に
映え
い

ず
。
疎そ

鐘し
よ
う

声こ
え

は
落お

つ
篷ほ
う

窓そ
う

の
裡う
ち

。
恰あ

た
か
も
似に

た
り

楓ふ
う

江こ
う

夜や

泊は
く

の
図ず

。

【
大
意
】「
晩
秋
。
布
志
名
港
に
帰
る
舟
」。
山
の
姿
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
み
る
み
る
消
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
乗
っ
て
い
る
船
、
竿
の

先
に
細
い
月
が
か
か
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
寒
々
と
し
た
枯
れ
蘆
を
照
ら
し
て
い
る
。
ま
ば
ら
な
鐘
の
音
が　

苫
船
に
入
り
込
ん
で
く
る
と
、

あ
た
り
は
あ
た
か
も
「
楓
橋
夜
伯
」
を
絵
に
し
た
か
の
よ
う
。

【
注
釈
】
石
逕
山
人
―
中
山
三
寿
。
隠
岐
騒
動
の
頃
の
、
第
二
八
雲
丸
事
件
等
に
関
わ
っ
た
人
ら
し
い
。
維
新
後
は
教
育
者
。　

布
志
名
―
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一
一

現
松
江
市
。
宍
道
湖
南
岸
の
小
港
。
陶
器
の
ふ
じ
な
焼
き
で
有
名
。　

山
色
―
山
の
景
色
全
体
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
色
に
重
点
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
江
淹
・
征
虜
始
安
王
に
従
う
道
中
「
山
色
雲
と
平
ら
か
な
り
」。　

依
微
―
ぼ
ん
や
り
と
し
た
様
を
表
す
畳
韻
の
擬
態
語
。
謝
霊

運
・
江
妃
賦
「
清
管
の
依
微
た
る
を
奏
す
」。　

看
欲
無
―
看
は
、
事
態
を
変
え
る
こ
と
も
出
来
ず
、
手
を
束
ね
て
見
つ
め
る
ほ
か
な
い
状

態
を
表
す
動
詞
。
ま
の
あ
た
り
、
み
す
み
す
等
の
訓
が
あ
る
。
菩
薩
蛮
・
楊
基
「
窓
を
隔
て
て
看
る
み
る
無
か
ら
ん
と
欲
す
」。　

篙
頭
―

篙
を
二
字
に
引
き
延
ば
し
た
口
語
。
こ
こ
は
、
船
竿
の
先
の
よ
う
な
気
分
で
使
っ
て
い
る
か
。
楊
万
里
・
顕
済
廟
前
の
石
磯
を
過
ぐ　

竹
枝

詞
其
の
二
「
篙
頭
を
撑
し
得
て
都
て
是
れ
血
な
り
」。　

繊
月
―
三
日
月
に
も
な
ら
な
い
細
い
月
。
新
月
。
杜
甫
・
夜
左
氏
の
荘
に
宴
す
「
風

林
繊
月
落
つ
」。　

映
―
本
来
は
チ
ラ
チ
ラ
と
見
え
る
様
子
を
表
す
動
詞
だ
が
、
こ
こ
は
「
う
つ
る
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。　

寒
蘆
―
冬
の
枯
れ
た
ア
シ
。
沈
約
・
雪
を
詠
む
、応
令
「
思
鳥
寒
蘆
に
聚
ま
る
」。　

疎
鐘
―
間
を
置
い
て
鳴
る
鐘
の
音
。
疎
は
疏
の
異
体
字
。

王
維
・
輞
川
に
帰
り
て
作
る
「
谷
口
疏
鐘
動
く
」。　

声
落
―
落
は
、
進
行
的
（
落
ち
て
い
る
）
で
は
な
く
、
結
果
的
（
落
ち
た
）
に
用
い

る
場
合
が
多
い
。
寺
は
湖
面
よ
り
か
な
り
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。　

篷
窓
―
篷
は
、
竹
や
蘆
で
編
ん
だ
む
し
ろ
。
船
や
車
を
お
お

う
。
蓬
字
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
粗
末
な
作
り
の
船
を
い
う
。
鄭
谷
・
江
上
風
に
阻
ま
る
「
船
は
篷
窗
を
閉
ざ
す
细
雨
の
中
」。

蘇
軾
・
万
州
太
守
高
公
・
・
・「
蓬
窗
の
高
枕
雨
は
繩
の
如
し
」。　

楓
江
夜
泊
―
張
継
・
楓
橋
夜
泊
「
姑
蘇
城
外
の
寒
山
寺
、
夜
半
の
鐘
声

客
船
に
到
る
」
に
基
づ
く
。
楓
橋
夜
泊
は
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
は
夜
泊
楓
江
に
作
る
。
歴
代
、
こ
の
詩
に
関
し
て
絵
画
が
描
か
れ
て
き
た

が
、
こ
こ
は
特
定
の
絵
で
は
な
く
、
作
者
の
頭
に
イ
メ
―
ジ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

老
雨
云
。
画
景
宛
然
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
画が

景け
い

宛え
ん

然ぜ
ん

た
り
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
の
評
。
絵
に
描
い
た
よ
う
な
風
景
が
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か
ぶ
。

【
注
釈
】
画
景
―
画
中
の
景
色
の
意
。
特
定
の
絵
を
指
す
の
で
は
な
く
、
山
水
画
の
中
の
世
界
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

宛
然

―
あ
る
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
ぼ
ん
や
り
で
は
な
く
、
そ
の
場
面
が
は
っ
き
り
と
イ
メ
―
ジ
が
浮
か
ぶ
状
態
を
さ
す
場
合
が
多

い
。
関
尹
子
・
五
鑑
「
譬
え
ば
猶
お
昔
游
再
び
到
り
、
記
憶
宛
然
た
る
が
ご
と
し
」。　
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25
春し
ゆ
ん

日じ
つ

閑か
ん

適て
き　

六ろ
く

首し
ゆ　

愛あ
い

月げ
つ

閑か
ん

客か
く　

楢な
ら

崎ざ
き

氏し　

名な
は

卓た
く

爾じ　

字
あ
ざ
な
は

子し

高こ
う　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

。

偏
愛
壺
中
日
月
。
豈
悕
世
上
功
名
。
午
窓
忽
覚
幽
夢
。
黄
鳥
隔
レ
花
一
声
。【「
世
上
」
は
も
と
「
浮
世
」。
風
月
小
誌
二
号
附
正
誤
に
「
浮

世
ハ
世
上
ノ
誤
」
と
す
る
の
に
従
う
】

【
訓
読
】
偏ひ

と

え
に
愛あ
い

す
壺こ

中ち
ゆ
うの
日じ
つ

月げ
つ

、
豈あ

に
悕の
ぞ

ま
ん
世せ

上じ
よ
うの
功こ
う

名め
い

。
午ご

窓そ
う

忽た
ち
まち
覚さ

む
幽ゆ
う

夢む

、
黄こ
う

鳥ち
よ
う

花は
な

を
隔へ
だ

て
て
一い
つ

声せ
い

。

【
大
意
】「
春
の
日
を
心
静
か
に
た
の
し
む
」。壺
中
天
の
ご
と
き
こ
の
閑
居
で
時
を
過
ご
す
の
が
と
に
か
く
大
好
き
。世
の
中
の
名
声
な
ど
ち
っ

と
も
欲
し
く
な
い
。
昼
下
が
り
の
窓
の
下
で
今
日
も
昼
寝
、
ぼ
ん
や
り
夢
を
み
て
い
た
と
こ
ろ
、
は
っ
と
目
が
覚
め
た
。
鶯
が
花
の
向
こ
う

で
一
声
鳴
い
た
の
で
あ
っ
た
。

【
注
釈
】
愛
月
閑
客
―
楢
崎
卓
爾
に
つ
い
て
は
不
詳
。　

閑
適
―
心
静
か
に
た
の
し
む
こ
と
。
詩
題
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
白
居
易
・
閑
適
「
就

中
閑
適
た
る
は
是
分
司
」。
珍
し
い
六
言
絶
句
。　

偏
愛
―
特
に
愛
す
る
（
他
で
は
だ
め
だ
）。
後
漢
書
・
袁
紹
伝
「
紹
の
後
妻
劉
寵
有
り
、

而
し
て
尚
を
偏
愛
す
」。　

壺
中
日
月
―
壺
の
中
の
（
日
や
月
の
あ
る
）
別
天
地
。
こ
こ
で
は
俗
世
を
離
れ
た
自
宅
を
言
う
。
後
漢
書
・
費

長
房
伝
「（
市
場
で
不
思
議
な
老
人
に
会
っ
た
）
長
房
は
旦
日
に
復
た
詣
る
。
乃
ち
与
に
壺
中
に
入
る
。
唯
だ
見
る
、
玉
堂
嚴
麗
に
し
て
、

旨
酒
甘
肴
、
其
の
中
に
盈
衍
す
。
共
に
飮
み
畢
り
て
出
づ
」。
李
白
・
下
途
石
門
旧
居
に
帰
る
「
壺
中
别
に
有
り
日
月
の
天
」。
呂
岩
・
七
言

「
壺
中
日
月
胸
襟
に
在
り
」。　

悕
―
本
来
は
悲
傷
の
意
で
あ
る
が
、
仏
典
で
希
と
同
じ
よ
う
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
（
悕
求
等
）。
求
め

る
こ
と
。
願
う
こ
と
。　

世
上
―
世
間
、
こ
の
世
（
に
お
い
て
、
に
お
け
る
）。
戦
国
策
・
秦
策
一
「
人
は
世
上
に
生
ま
れ
て
は
、
勢
位
富
貴
、

蓋
（
な
ん
）
ぞ
忽
せ
に
す
可
け
ん
乎
哉
」。
正
誤
前
の
「
浮
世
」
も
浮
き
沈
み
の
激
し
い
世
の
意
で
、大
差
は
無
い
よ
う
だ
が
、日
本
語
の
「
う

き
よ
」
の
語
感
を
嫌
っ
た
か
。
あ
る
い
は
六
言
の
平
仄
格
式
で
、世
上
と
仄
仄
が
続
い
た
方
が
の
ぞ
ま
し
い
と
考
え
た
か
（
浮
生
は
平
仄
）。　

功
名
―
功
績
と
名
声
。
引
い
て
、
科
挙
に
合
格
し
、
官
吏
と
し
て
昇
進
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
役
人
世
界
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

史
記
・
管
晏
列
伝
「
吾
幽
囚
せ
ら
れ
辱
め
を
受
く
。
鮑
叔
我
を
以
て
無
恥
と
為
さ
ず
。
我
の
小
節
を
羞
じ
ず
し
て
功
名
の
天
下
に
顕
れ
ざ
る

を
恥
ず
る
を
知
れ
ば
也
」。
李
頎
・
放
歌
行
「
世
上
の
功
名
は
取
る
を
解
せ
ず
」。　

午
窓
―
昼
の
窓
の
あ
た
り
。
昼
寝
（
の
寝
覚
め
）
と
セ
ッ

ト
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
王
安
石
・
悟
真
院
「
午
窓
残
夢
鳥
相
呼
ぶ
」。　

忽
覚
―
こ
の
あ
た
り
、
李
白
・
春
日
醉
い
よ
り
起
き
て
志

を
言
う
「
世
に
処
る
こ
と
大
夢
の
若
し
」、「
覚
め
来
っ
て
庭
前
を
観
れ
ば
、
花
間
一
鳥
鳴
く
」
を
意
識
す
る
。
蔡
邕
・
飲
馬
長
城
窟
行
「
夢



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
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（
中
）
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に
我
が
傍
ら
に
在
り
と
見
え
し
が
、
忽
ち
覚
め
れ
ば
他
郷
に
在
り
」。　

幽
夢
―
ぼ
ん
や
り
と
し
た
、
と
り
と
め
も
な
い
夢
。
王
昌
齢
・
東

渓
に
月
を
玩
ぶ
「
澄
清
幽
夢
に
入
る
」。　

黄
鳥
―
中
国
に
お
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
多
く
は
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
ウ
グ
イ
ス
あ
る
い
は
一
般
に
黄
色
の
鳥
。　

隔
花
―
花
を
間
に
お
い
た
向
こ
う
。　

一
声
―
日
本
の
ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
あ
ろ
う
。　

　

老
雨
云
。
得
レ
体
。
○
編
者
云
。
絶
塵
之
風
標
可
レ
想
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
体た
い

を
得え

た
り
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
絶ぜ
つ

塵じ
ん

の
風ふ
う

標ひ
よ
う

想お
も

う
可べ

し
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
き
ち
っ
と
し
た
作
り
方
だ
。
○
編
者
評
。
作
者
の
世
俗
の
塵
埃
を
絶
っ
た
、
高
邁
な
風
雅
が
如
実
に
想
像
さ
れ
る
。

【
注
釈
】
得
体
―
も
と
は
挙
止
が
例
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。
礼
記
・
仲
尼
燕
居
「
官
其
の
体
を
得
」。
引
い
て
、
言
行
や
修
辞
が
、
規
範
通

り
き
ち
っ
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
は
、
六
言
絶
句
の
規
範
に
か
な
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。　

絶
塵
―
塵
に
ま
み
れ
た
俗
世
を
超
越
す
る
こ
と
。
范
曄
・
逸
民
伝
論
「
蓋
し
そ
の
塵
を
絶
っ
て
反
ら
ず
、
夫
の
作
者
に
同
じ
き
を
録
す
」。　

風
標
―
内
面
の
風
雅
な
本
性
が
、
文
章
や
姿
な
ど
外
面
に
表
現
さ
れ
た
も
の
。
南
斉
書
・
文
学
伝
論
「
文
章
な
る
者
は
、
蓋
し
情
性
の
風
標
、

神
明
の
律
呂
な
り
」。　

可
想
―
可
想
而
知
。
推
し
て
知
る
べ
し
と
同
意
。
説
明
が
な
く
て
も
、
あ
り
あ
り
と
想
像
で
き
る
こ
と
。
王
茂
・

野
客
叢
書
「
酸
寒
の
壮
ん
な
る
こ
と
、
想
い
て
而
し
て
知
る
可
し
」。

26
閨け

い

中ち
ゆ
う

春し
ゆ
ん

夜や　

翠す
い

軒け
ん

主し
ゆ

人じ
ん　

森も
り

氏し　

名な
は

信し
ん　

字
あ
ざ
な
は

士し

敬け
い　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

孤
枕
眠
醒
夜
色
幽
。
欲
レ
鉤
二
簾
箔
一
又
慵
レ
鉤
。
白
桜
花
外
朦
朧
月
。
偏
入
二
深
閨
一
照
二
暗
愁
一
。

【
訓
読
】
孤こ

枕ち
ん

の
眠ね
む

り
は
醒さ

め
て
夜や

色し
よ
く

幽か
す

か
な
り
、
簾れ
ん

箔ぱ
く

鉤か

け
ん
と
欲ほ
つ

す
る
も
又ま
た

鉤か

く
る
に
慵も
の
うし
。
白は
く

桜お
う

花か

外が
い

朦も
う

朧ろ
う

た
る
月つ
き

、
偏ひ
と

え
に
深し
ん

閨け
い

に
入い

っ
て
暗あ
ん

愁し
ゆ
うを
照て

ら
す
。

【
大
意
】「
女
性
の
寝
室
。
春
の
夜
に
」。
ぽ
つ
ん
と
枕
が
一
つ
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
眠
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ふ
と
目
が
覚
め
る
と
、
外
の
夜

の
景
色
が
か
す
か
に
見
え
る
。
す
だ
れ
を
か
か
げ
て
見
よ
う
と
思
っ
た
が
、
億
劫
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
桜
が
白
く
咲
い
て
い
る
向
こ
う
は

ぼ
ん
や
り
と
し
た
月
。
そ
の
光
が
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
他
で
も
な
い
私
の
寝
室
に
入
っ
て
き
て
、
私
の
姿
を
照
ら
す
の
で
、
人
知
れ
ぬ
物
思



一
四

い
は
ま
す
ま
す
募
っ
て
く
る
。

【
注
釈
】閨
中
―
女
性
の
寝
室
の
な
か
。夫
や
愛
人
に
見
捨
て
ら
れ
て
、独
り
寝
を
か
こ
つ
場
合
が
多
い
。　

翠
軒
主
人
―
森
翠
軒
。名
は
信
通
、

繁
之
助
と
称
す
。
松
江
の
人
。　

孤
枕
―
独
り
寝
を
す
る
こ
と
。
李
白
・
月
下
独
酌
其
の
三
「
酔
後
天
地
を
失
い
、
兀
然
と
し
て
孤
枕
に
就

く
」。　

眠
醒
―
詩
語
と
し
て
は
こ
の
二
字
だ
け
で
は
熟
さ
ぬ
。
睡
覚
（
眠
り
が
覚
め
る
）
の
類
推
か
。
方
千
里
・
玉
燭
新　

海
棠
「
春
眠

醒
む
」。　

夜
色
―
夜
の
暗
い
景
色
。
江
淹
・
外
兵
舅
の
夜
集
「
烟
光
夜
色
を
払
う
」。　

幽
―
薄
暗
く
て
見
え
に
く
い
。　

鉤
―
簾
を
掛
け

る
フ
ッ
ク
。
こ
こ
は
動
詞
化
。
杜
甫
・
舟
月
駅
に
対
す
。
寺
に
近
し
「
簾
を
鉤
け
て
独
り
未
だ
眠
ら
ず
」。　

簾
箔
―
簾
も
箔
も
竹
や
蘆
製

の
す
だ
れ
。
三
輔
黄
図
・
漢
宮
「
皆
金
玉
珠
璣
も
て
簾
箔
と
為
す
」。　

慵
鉤
―
陸
茜
・
江
城
梅
花
引　

送
春
「
簾
鉤
を
掛
く
る
も
、
又
鉤

く
る
に
慵
し
」。　

白
桜
花
外
―
桜
は
日
本
で
は
花
を
愛
で
る
の
に
対
し
、
中
国
で
は
さ
く
ら
ん
ぼ
を
詠
む
こ
と
が
多
い
が
、
稀
に
花
に
も

言
及
す
る
。
陸
亀
蒙
・
襲
美
の
春
夕
崔
諫
議
桜
桃
園
宴
に
陪
す
に
和
す
「
花
外
烟
は
濛
と
し
て
月
は
漸
く
低
し
」。　

朦
朧
月
―
晏
殊
・
蝶

恋
花
其
の
五
「
朱
簾
一
夜
朦
朧
た
る
月
」。　

偏
―
一
般
的
な
状
態
を
越
え
て
、
一
つ
の
方
向
に
偏
る
意
。
わ
ざ
わ
ざ
、
こ
と
の
ほ
か
、
意

外
に
、
の
気
分
を
伴
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
い
い
の
に
、
意
地
悪
だ
と
い
う
感
じ
か
。
闇
な
ら
ま
だ
し
も
よ
い
。
月

は
、
遠
い
人
を
思
わ
せ
る
も
の
。
月
が
あ
る
か
ら
こ
そ
物
思
い
は
い
や
ま
す
の
で
あ
る
。　

深
閨
―
婦
女
子
の
部
屋
。
深
字
に
よ
り
、
世
と

隔
絶
し
た
孤
独
感
が
表
さ
れ
る
。
白
居
易
・
長
恨
歌
「
養
わ
れ
て
深
閨
に
在
っ
て
人
未
だ
識
ら
ず
」。　

暗
愁
―
暗
は
暗
殺
の
暗
と
同
じ
く
、

人
に
知
ら
れ
ず
、
ひ
そ
か
に
と
い
う
意
。
こ
こ
で
は
、
暗
澹
た
る
気
分
も
か
ね
る
で
あ
ろ
う
。
梅
尭
臣
・
惜
春
三
首
其
の
一
「
暮
雨
霏
霏
と

し
て
暗
愁
を
起
こ
す
」。　

　

老
雨
云
。
偏
字
作
者
苦
心
処
。
○
編
者
云
。
三
四
無
限
情
味
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
偏へ
ん

の
字じ

は
作さ
く

者し
や

苦く

心し
ん

の
処
。
○
編へ
ん

者じ
や

云い

う
。
三さ
ん

四し

は
無む

限げ
ん

の
情
じ
よ
う

味み

な
り
。

【
大
意
】雨
森
精
翁
評
。「
偏
」の
措
辞
は
、作
者
が
苦
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
編
者
評
。
第
三
句
四
句
に
無
限
の
情
趣
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

【
注
釈
】
情
味
―
お
も
む
き
、
気
分
。
劉
劭
・
人
物
志·

九
徴
「
情
味
に
発
す
」。
こ
こ
で
は
、
閨
怨
の
深
さ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
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春し
ゆ
ん

日じ
つ

偶ぐ
う

成せ
い　

次
二
睡
仙
詞
兄
韻
一
（
睡す
い

仙せ
ん

詞し

兄け
い

の
韻い
ん

に
次じ

す
）　

静せ
い

心し
ん

逸い
つ

史し　

平ひ
ら

賀が

氏し　

名な
は

尚し
よ
う

信し
ん　

字
あ
ざ
な
は

秀し
ゆ
う

民み
ん　

出い
ず
も雲
松ま
つ

江え
の

人ひ
と

暖
風
晴
日
適
二
吟
情
一
。
片
々
穿
レ
花
蝶
翅
軽
。
庭
院
昼
長
春
寂
寞
。
茶
声
香
影
一
窓
清
。

【
訓
読
】
暖だ

ん

風ぷ
う

晴せ
い

日じ
つ

吟ぎ
ん

情じ
よ
うに
適て
き

す
、
片へ
ん

々ぺ
ん

花は
な

を
穿う
が

っ
て
蝶
ち
よ
う

翅し

軽か
る

し
。
庭て
い

院い
ん

昼ひ
る

長な
が

く
し
て
春は
る

寂せ
き

寞ば
く

、
茶ち
や

声せ
い

香こ
う

影え
い

一い
つ

窓そ
う

清き
よ

ら
か
な
り
。

【
大
意
】「
春
の
日
に
た
ま
た
ま
で
き
あ
が
っ
た
作
品
」。
暖
か
い
風
、
晴
れ
た
太
陽
、
こ
ん
な
日
こ
そ
詩
を
作
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
た
く

さ
ん
の
蝶
が
軽
や
か
に
羽
を
は
た
め
か
せ
て
、
花
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
。
庭
は
、
昼
が
ゆ
っ
く
り
と
過
ぎ
て
ゆ
き
、
春
の
気
配
は
孤
独
感

に
閉
ざ
さ
れ
る
。
茶
を
沸
か
す
音
、
花
の
色
、
窓
か
ら
見
え
る
全
て
が
清
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
。

【
注
釈
】
静
心
逸
史
―
名
は
尚
信
、
字
は
秀
民
、
別
号
楽
之
。
静
遠
の
男
。
亦
楽
舎
の
都
講
、
の
ち
松
江
図
書
館
の
司
書
。
大
正
二
年
没
す
。

年
五
十
五
。　

暖
風
晴
日
―
薛
能
・
雑
曲
歌
辞
其
の
六　

楊
柳
枝「
暖
風
晴
日
浮
埃
を
断
つ
」。王
安
石
・
初
夏
即
事「
晴
日
暖
風
麦
気
を
生
ず
」。　

吟
情
―
詩
を
作
り
た
く
な
る
よ
う
な
興
趣
。
呂
岩
・
七
言
其
の
一
百
九
「
醉
眼
の
吟
情
慵
し
や
慵
し
か
ら
ず
や
」。　

片
々
―
花
弁
が
た
く

さ
ん
散
る
状
態
を
形
容
す
る
語
だ
が
、
蝶
の
羽
に
当
て
は
め
た
。
劉
克
荘
・
卜
算
子
其
の
二
「
片
片
蝶
衣
軽
し
」。　

蝶
翅
―
朱
慶
餘
・
薔

薇
の
花
に
題
す
「
光
は
蝶
翅
に
凝
り
て
明
ら
か
な
り
」。　

穿
花
―
杜
甫
・
曲
江
二
首
其
の
一
「
花
を
穿
つ
蛺
蝶
は
深
深
と
見
ゆ
」
を
意
識
。　

庭
院
―
院
は
建
物
に
囲
ま
れ
た
庭
だ
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
に
庭
を
指
す
。
南
史·

陶
弘
景
伝
「
特
に
松
風
を
愛
す
。
庭
院
皆
松
を
植
う
」。　

昼
長
―
春
の
日
永
の
倦
怠
感
は
、
日
本
中
国
と
も
に
あ
る
感
覚
。　

春
寂
寞
―
白
居
易
・
戯
れ
に
新
栽
の
薔
薇
に
題
す
「
少
府
妻
無
く
春
寂

寞
た
り
」。　

茶
声
―
茶
釜
で
湯
を
沸
か
す
音
で
あ
ろ
う
。
楊
万
里
・
初
三
日
翟
園
に
遊
ぶ
「
松
風
一
鼎
煎
茶
の
声
」。
茶
釜
を
沸
か
す
音
は

よ
く
松
風
の
音
に
た
と
え
ら
れ
る
。　

香
影
―
香
炉
や
香
煙
の
影
が
本
来
の
意
味
だ
が
、後
に
花
（
特
に
梅
）
の
景
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

劉
克
荘
・
梅
花
十
絶
其
の
九
「
香
影
有
る
処
即
ち
追
攀
す
」。　

一
窓
清
―
鍾
惺
・
舟
荻
港
を
発
す
「
香
茗
一
窓
清
ら
か
な
り
」。　

　

勉
斎
云
。
何
其
声
似
二
放
翁
一
也
。

【
訓
読
】
勉べ

ん

斎さ
い

云い

う
。
何な
ん

ぞ
其そ

の
声こ
え

放ほ
う

翁お
う

に
似に

た
る
也や

。

【
大
意
】
山
村
勉
齋
評
。
こ
の
詩
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
茶
を
沸
か
す
音
は
、
何
と
陸
游
の
詩
の
気
分
に
似
て
い
る
こ
と
か
。

【
注
釈
】
声
―
あ
る
い
は
こ
の
詩
全
体
か
ら
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
韻
か
。　

放
翁
―
南
宋
の
詩
人
陸
游
の
号
。
愛
国
詩
人
と
言
わ
れ
る
が
、

こ
の
詩
の
よ
う
に
、日
常
を
描
く
閑
適
の
詩
が
多
い
。
陸
游
の
詩
は
あ
ま
た
あ
り
、具
体
的
に
ど
の
作
品
の
ど
の
よ
う
な
表
現
を
さ
し
て
い
っ



一
六

て
い
る
の
か
不
明
。

28
題だ
い

画が　
　
　

松
し
よ
う

濤と
う

山さ
ん

人じ
ん　

村む
ら

上か
み

氏し　

名な
は

寿じ
ゆ　

字
あ
ざ
な
は

仙せ
ん

齢れ
い　

出い
ず

雲も

松ま
つ

江え
の

人ひ
と

斜
憑
二
玉
檻
一
懶
レ
成
レ
粧
。
黙
読
相
思
書
幾
行
。
妬
殺
夭
桃
花
下
水
。
春
風
夢
暖
両
鴛
鴦
。

【
訓
読
】
斜な

な

め
に
玉
ぎ
よ
く

檻か
ん

に
憑よ

り
て
粧し
よ
うを
成な

す
に
懶も
の
うし
、黙も
く

読ど
く

す
相そ
う

思し

の
書し
よ

幾い
く

行ぎ
よ
う。
妬と

殺さ
つ

す
夭よ
う

桃と
う

花か

下か

の
水み
ず

に
、春
し
ゆ
ん

風ぷ
う

夢ゆ
め

暖あ
た
たか
く
両
り
よ
う

鴛え
ん

鴦お
う

あ
る
を
。

【
大
意
】「
絵
に
書
き
付
け
た
詩
」。
か
ら
だ
を
斜
め
に
し
て
欄
干
に
寄
り
か
か
り
、
け
だ
る
く
て
化
粧
も
途
中
で
う
っ
ち
ゃ
っ
た
ま
ま
。
彼

か
ら
来
た
恋
文
を
黙
っ
て
何
行
か
読
む
。
あ
あ
ね
た
ま
し
い
。
桃
の
花
の
も
と
に
流
れ
る
水
に
、
暖
か
い
春
風
に
吹
か
れ
て
夢
心
地
に
、
二

羽
の
お
し
ど
り
が
仲
良
く
泳
い
で
い
る
の
が
。

【
注
釈
】
題
画
―
絵
に
詩
を
書
き
付
け
る
こ
と
。
も
と
の
絵
が
ど
の
よ
う
な
絵
か
不
明
だ
が
、
こ
の
詩
に
よ
っ
て
何
を
ど
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
か
、
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。　

松
濤
山
人
―
村
上
琴
屋
（
一
八
六
一
―
一
九
三
二
）。
名
は
寿
夫
。
字
は
仙
齢
。
後
に
琴
屋
と

号
し
た
。
松
江
の
人
。
詩
を
雨
森
精
翁
、
平
賀
静
遠
に
学
ぶ
。
剪
淞
吟
社
初
代
社
長
。
隠
岐
島
司
、
松
平
家
家
令
等
。　

斜
憑
―
白
居
易
・

閨
婦
「
斜
め
に
繡
床
に
憑
っ
て
愁
え
て
動
か
ず
」。　

玉
檻
―
檻
は
欄
干
。
こ
こ
は
庭
園
の
池
の
そ
ば
に
あ
る
欄
干
か
。
玉
は
美
称
。
孟
康
・

詠
日
「
玉
檻
晨
曦
漾
う
」。　

懶
成
粧
―
恋
が
成
就
せ
ず
女
と
し
て
の
た
し
な
み
を
す
る
気
に
も
な
れ
な
い
様
。
張
正
見
・
賦
し
て
佳
期
竟

に
帰
ら
ず
、
を
得
た
り
「
啼
を
銜
み
鏡
を
払
い
粧
い
を
成
さ
ず
」。　

黙
読
―
詩
語
で
は
な
い
。
新
し
い
語
の
よ
う
で
あ
る
。　

相
思
―
お

互
い
に
思
い
合
う
こ
と
か
ら
、
恋
愛
を
主
に
指
す
。
趙
孟
頫
・
剛
父
即
事
に
次
韻
す
绝
句
其
の
一
「
寄
せ
ず
相
思
の
書
一
行
」。　

妬
殺
―

嫉
妬
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
殺
は
強
意
。
李
白
・
玉
壺
吟
「
奈
か
ん
と
も
す
る
無
し
宮
中
人
を
妬
殺
す
る
を
」。　

夭
桃
―
詩
経
・
周
南
・

桃
夭
「
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
り
其
の
華
」
に
よ
り
、
艶
麗
な
桃
の
花
全
般
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
語
。
謝
荘
・
懐
園
引
「
夭
桃
晨
暮
に

発
す
」。　

両
鴛
鴦
―
劉
孝
威
・
擬
古
「
一
双
の
翡
翠
両
の
鴛
鴦
」。

　

老
雨
云
。
未
レ
知
。
情
郎
書
中
説
二
出
何
等
事
一
。
○
勉
斎
云
。
如
レ
画
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
未い
ま

だ
知し

ら
ず
情
じ
よ
う

郎ろ
う

の
書し
よ

中ち
ゆ
う

何な
ん

等ら

の
事こ
と

を
説と

き
出い
だ

す
か
を
。
○
勉べ
ん

斎さ
い

云い

う
。
画が

の
如ご
と

し
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
男
は
恋
文
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
ね
。
○
山
村
勉
齋
評
。
絵
の
よ
う
に
情
景
が
思
い
浮
か
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ぶ
詩
だ
。

【
注
釈
】
未
知
―
＋
疑
問
文
で
、・
・
・
か
わ
か
る
状
態
に
達
し
て
い
な
い
意
。・
・
・
か
し
ら
。　

情
郎
―
情
夫
。
愛
人
。
韓
偓
・
花
の
落

つ
る
を
厭
う
「
猶
お
疑
う
未
だ
情
郎
の
意
に
満
た
ざ
る
か
を
」。

29
獲
二
清
人
張
庚
水
墨
山
水
幅
一
喜
而
有
レ
作
（
清し
ん

人ひ
と

張ち
よ
う

庚こ
う

の
水す
い

墨ぼ
く

山さ
ん

水す
い

幅ふ
く

を
獲え

て
、
喜よ
ろ
こん
で
作さ
く

有あ

り
）　

静せ
い

遠え
ん

居こ

士じ

隔
レ
水
青
山
鬱
崱
屴
。
一
片
行
雲
逐
二
飛
翼
一
。
烟
鎖
二
楼
閣
一
有
又
無
。
毫
端
変
化
妙
無
レ
極
。
誰
居
画
レ
之
張
瓜
田
。
秀
韻
堪
レ
看
稽
古
力
。

君
不
レ
見
世
間
多
少
丹
青
家
。
胸
無
二
書
巻
一
浪
弄
レ
墨
。

【
訓
読
】
水み

ず

を
隔へ
だ

つ
る
青せ
い

山ざ
ん

は
鬱う
つ

と
し
て
崱
し
よ
く

屴り
よ
く、
一い
つ

片ぺ
ん

の
行こ
う

雲う
ん

飛ひ

翼よ
く

を
逐お

う
。
烟え
ん

楼ろ
う

閣か
く

を
鎖と
ざ

し
て
有あ

り
て
又ま
た

無な

し
、
毫ご
う

端た
ん

の
変へ
ん

化か

妙み
よ
う

極き
わ
まり
無な

し
。
誰た
れ

ぞ
や
之こ
れ

を
画え
が

く
張
ち
よ
う

瓜か

田で
ん

な
り
、
秀
し
ゆ
う

韻い
ん

看み

る
に
堪た

え
た
り
稽け
い

古こ

の
力ち
か
ら。
君き
み

見み

ず
や
世せ

間け
ん

多た

少し
よ
うの
丹た
ん

青せ
い

家か

、
胸む
ね

に
書し
よ

巻か
ん

無な

く
浪み
だ

り
に
墨す
み

を

弄ろ
う

す
る
を
。

【
大
意
】「
清
国
の
画
家
張
庚
作
山
水
画
の
掛
け
軸
を
手
に
入
れ
て
、
喜
び
の
あ
ま
り
詩
が
出
来
た
」。
こ
の
絵
の
中
、
川
の
向
こ
う
に
青
い

山
が
う
っ
そ
う
と
し
て
屹
立
し
、
ひ
と
ひ
ら
の
流
れ
ゆ
く
雲
が
鳥
の
翼
を
追
い
か
け
て
い
る
。
楼
閣
が
も
や
に
覆
わ
れ
て
、
消
え
た
り
見
え

た
り
し
て
い
る
。
筆
の
先
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
描
写
の
変
化
は
、無
限
で
追
い
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
誰
が
こ
の
絵
を
描
い
た
か
と
い
う
と
、

あ
の
張
瓜
田
だ
。
す
ぐ
れ
た
気
韻
に
は
、
古
典
を
読
ん
で
き
た
人
の
実
力
が
垣
間
見
え
る
。
ご
覧
よ
、
世
の
中
の
多
く
の
画
家
は
、
み
ん
な

教
養
も
無
い
く
せ
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
絵
を
描
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。

【
注
釈
】
張
庚
―
清
代
の
画
家
。
秀
水
の
人
。
号
瓜
田
逸
史
等
。
著
書
『
国
朝
画
徴
録
』
が
、
当
時
の
画
家
の
伝
記
・
作
品
を
紹
介
し
た
も

の
と
し
て
日
本
で
珍
重
さ
れ
た
。
静
遠
ら
明
治
初
期
文
人
の
同
時
代
の
清
朝
文
化
に
対
す
る
興
味
が
う
か
が
え
る
。　

静
遠
居
士
―
平
賀

静
遠
。
風
月
小
誌
の
編
集
者
の
一
人
。
雨
森
序
の
注
に
既
出
。　

鬱
―
木
々
が
茂
る
さ
ま
。
詩
経
・
秦
風
・
晨
風
「
鬱
た
り
彼
の
北
林
」。　

崱
屴
―
山
や
崖
が
高
く
て
険
し
い
さ
ま
。
文
選
・
王
延
寿
・
魯
霊
光
殿
賦
「
崱
屴
嵫
釐
」。　

毫
端
―
筆
の
細
い
先
。
引
い
て
、
そ
れ
が
生

む
書
画
の
タ
ッ
チ
。
銭
起
・
門
上
松
を
画
く
を
詠
む
「
今
看
る
毫
端
に
起
く
る
を
」。　

一
片
行
雲
―
劉
禹
錫
・
楽
天
の
真
娘
墓
に
和
す
「
一

片
の
行
雲
応
に
往
来
す
べ
し
」。　

飛
翼
―
翼
を
は
ば
た
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
一
般
を
指
す
。
杜
甫
・
哀
江
頭
「
一
箭
正
に
墜
と
す
双
の



一
八

飛
翼
」。
雲
の
方
が
鳥
を
追
っ
て
い
る
と
い
う
表
現
は
奇
抜
。　

烟
鎖
楼
閣
―
烟
は
も
や
、
か
す
み
。
鎖
は
覆
っ
て
外
部
に
対
し
て
閉
鎖
す

る
気
持
ち
。
楼
閣
は
二
階
以
上
の
大
き
な
建
物
。
和
凝
・
小
重
山
其
の
一
「
烟
は
閉
ざ
す
柳
糸
の
長
き
を
」。　

有
又
無
―
一
部
が
見
え
る

か
と
思
う
と
、
一
部
が
靄
に
覆
わ
れ
て
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
や
や
お
か
し
な
奇
抜
な
表
現
。　

誰
居
―
居
は
疑
問
、
詠
嘆
を

表
す
虚
字
。
音
は
キ
。
春
秋
左
氏
伝
・
襄
公
二
十
三
年
「
誰
ぞ
居
（
や
）。
其
れ
孟
椒
な
る
乎
」。　

張
瓜
田
―
瓜
田
は
張
庚
の
号
。　

秀
韻

―
す
ぐ
れ
た
格
調
、
気
韻
。　

堪
看
―
堪
は
可
に
同
じ
。
杜
牧
・
感
有
り
「
攀
折
す
る
に
堪
え
ざ
る
も
猶
看
る
に
堪
ゆ
」。　

稽
古
力
―
経

典
や
古
典
を
学
ん
で
、
い
に
し
え
の
優
れ
た
時
代
を
理
解
す
る
こ
と
。
書
経
・
堯
天
「
曰
若
（
こ
こ
）
に
古
え
を
稽
う
」。
劉
長
卿
・
落
第

「
官
は
成
す
稽
古
の
力
」。　

君
不
見
―
楽
府
体
常
用
の
呼
び
か
け
の
こ
と
ば
。
ほ
ら
、
ご
ら
ん
、
と
い
う
感
じ
。　

多
少
―
疑
問
詞
。
ど
れ

ほ
ど
の
数
の
。
多
い
数
を
表
す
。　

丹
青
―
赤
と
青
の
絵
の
具
の
意
か
ら
絵
画
全
般
を
指
す
。
晋
書
・
文
苑
伝
・
顧
愷
之
「
尤
も
丹
青
に
善

し
」。　

胸
無
書
巻
―
文
化
教
養
の
な
い
こ
と
。
五
燈
会
元
「
文
墨
は
胸
中
に
一
点
も
無
し
」。　

浪
―
い
た
ず
ら
に
。
む
だ
に
。
韓
愈
・
秋

懐
「
胡
為
れ
ぞ
浪
り
に
自
ら
苦
し
む
」。　

弄
墨
―
弄
筆
に
同
じ
。
画
人
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
、
墨
と
い
う
。
李
軏
・
写
神
す
る
者
に
贈

る
其
の
一
「
墨
を
弄
し
朱
を
調
う
る
こ
と
妙
な
る
こ
と
神
の
如
し
」。　
　

　

老
雨
云
。
浪
弄
レ
墨
。
罵
二
尽
万
古
画
人
一
。
万
牛
挽
不
レ
得
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
浪み
だ

り
に
墨す
み

を
弄ろ
う

す
、
万ば
ん

古こ

の
画が

人じ
ん

を
罵の
の
しり
尽つ

く
し
た
り
。
万ば
ん

牛ぎ
ゆ
うも
挽ひ

き
得え

ず
。

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。「
浪
り
に
墨
を
弄
す
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
の
幾
多
の
画
家
を
全
て
罵
倒
す
る
よ
う
な
気
合
い
が
あ
る
。
こ

の
絵
は
、
い
わ
ば
、
蘇
東
坡
が
一
万
頭
の
牛
で
も
引
っ
張
る
こ
と
が
出
来
な
い
巨
大
な
障
碍
物
を
独
力
で
抱
え
上
げ
て
払
い
の
け
た
よ
う
だ

と
い
う
黄
庭
堅
の
評
と
同
じ
く
、
旧
来
の
芸
術
に
蓄
積
さ
れ
た
弊
害
を
一
新
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
平
賀
君
の
こ
の
詩
自
体
も
同

様
で
あ
る
）。

【
注
釈
】
万
牛
挽
不
得
―
黄
庭
堅
・
子
瞻
の
詩
句
は
一
世
に
妙
た
り
・
・
・「
枯
松
澗
壑
に
倒
れ
、
波
濤
の
舂
撞
す
る
所
。
万
牛
挽
き
て
前
め

ざ
る
に
、
公
（
蘇
軾
）
は
乃
ち
独
り
力
め
て
扛
ぐ
」。



訳
注
『
風
月
小
誌
』
第
一
号
（
中
）

一
九

30
春し
ゆ
ん

日じ
つ

雑ざ
つ

咏え
い

三さ
ん

十じ
つ

首し
ゆ

之の

一い
ち　
　
　

睡す
い

仙せ
ん

慵よ
う

夫ふ

書
課
倦
来
憑
二
小
櫳
一
。
春
天
不
レ
雨
也
朧
々
。
鐘
声
徐
度
山
猶
睡
。
紅
紫
影
沈
烟
霧
中
。

【
訓
読
】
書し

よ

課か

倦う

み
来き
た

り
て
小
し
よ
う

櫳ろ
う

に
憑よ

る
、
春
し
ゆ
ん

天て
ん

雨あ
め

ふ
ら
ざ
る
も
也ま

た
朧ろ
う

々ろ
う

た
り
。
鐘
し
よ
う

声せ
い

徐お
も
む
ろに
度わ
た

り
山や
ま

猶な
お

睡ね
む

る
。
紅こ
う

紫し

の
影か
げ

は
沈し
ず

む
烟え
ん

霧む

の

中う
ち

。
【
大
意
】「
春
の
日
に
特
に
題
を
決
め
ず
に
雑
多
な
こ
と
を
詠
む
」。
読
書
に
疲
れ
て
、
小
窓
に
寄
り
か
か
っ
て
外
を
見
る
と
、
折
し
も
春
、

雨
は
降
ら
な
い
も
の
の
、
景
色
が
お
ぼ
ろ
で
も
あ
る
。
鐘
の
音
が
ゆ
っ
く
り
と
響
い
て
く
る
が
山
は
ま
だ
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
赤
や
紫
の

さ
ま
ざ
ま
な
花
の
色
が
か
す
み
の
中
に
消
え
て
い
く
。

【
注
釈
】
雑
咏
―
雑
詠
に
同
じ
。
特
に
題
名
を
決
め
ず
、
自
由
な
題
材
で
詠
む
こ
と
。
詩
題
で
し
ば
し
ば
用
い
る
。
謝
朓
・
雑
詠
三
首
な
ど

が
早
い
も
の
。　

睡
仙
慵
夫
―
勝
田
睡
仙
。
風
月
小
誌
編
集
者
の
一
人
。
漢
詩
部
分
最
後
の
二
首
は
、
編
集
者
の
作
品
で
締
め
く
く
っ
た
。　

書
課
―
本
来
は
役
人
の
勤
務
評
定
の
意
で
あ
っ
た
が
、
後
に
勉
学
や
授
業
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
陸
游
・
春
雨
「
窓
昏
く
し
て
書
課
を
減

ら
す
」。　

櫳
―
も
と
も
と
は
檻
の
意
で
あ
っ
た
が
、
後
に
窓
枠
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
李
煜
・
搗
練
子
「
数
声
月
に
和
し
て
簾
櫳
に
到

る
」。　

春
天
不
雨
―
劉
基
・
春
曲「
春
天
雨
ふ
ら
ず
亦
た
晴
れ
ず
」。
雨
は
動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。　

也
―
亦
の
口
語
。
唐
詩
に
頻
出
。　

朧
々
―
薄
く
明
る
い
お
ぼ
ろ
な
状
態
。
明
る
さ
に
重
点
を
置
く
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
朦
朧
の
意
。
夏
侯
湛
・
秋
哀
れ
む
可
し
「
星
朧
朧

と
し
て
以
て
光
を
投
ず
」。　

徐
度
―
ゆ
っ
く
り
と
伝
わ
っ
て
い
く
。
胡
仔
・
月
に
対
す
「
晚
凉
徐
ろ
に
度
る
一
襟
の
風
」。　

山
猶
睡
―
郭

熙
・
林
泉
高
致
・
山
水
訓
「
冬
山
惨
淡
と
し
て
睡
る
が
如
し
」。
冬
の
季
語
「
山
眠
る
」
の
典
故
だ
が
、
こ
こ
は
山
が
静
か
に
眠
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
の
意
。
猶
は
詩
で
は
「
な
お
・
・
・
ご
と
し
」
と
訓
ず
る
こ
と
は
ま
れ
。
ま
だ
の
意
に
解
し
て
お
く
。　

紅
紫
―
赤
や
紫

の
色
と
り
ど
り
の
花
。
韓
愈
・
晩
春
「
百
般
の
紅
紫
は
芳
菲
を
闘
わ
す
」。　

影
沈
―
月
光
が
沈
む
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
は
花
の
色
が
霞

の
中
に
沈
ん
で
い
く
か
の
よ
う
に
消
え
て
い
く
さ
ま
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。兪
暉
・
夏
日
に
友
を
訪
ぬ「
万
緑
新
に
斉
し
く
し
て
花
影
沈
む
」。　

烟
霧
―
靄
や
雲
を
指
す
。
崔
湜
・
春
日
望
春
宮
に
幸
す
る
に
和
し
奉
る
「
台
榭
参
差
た
り
烟
霧
の
中
」。

　

老
雨
云
。
豊
艶
。

【
訓
読
】
老ろ

う

雨う

云い

う
。
豊ほ
う

艶え
ん

な
り
。



二
〇

【
大
意
】
雨
森
精
翁
評
。
ゆ
た
か
で
つ
や
や
か
な
作
品
で
あ
る
。

【
注
釈
】
豊
艶
―
本
来
は
女
性
美
を
た
た
え
る
語
。
司
馬
相
如
・
美
人
賦
「
雲
髪
豊
艶
」。
後
、
芸
術
一
般
の
つ
や
や
か
さ
を
指
す
。
素
朴
、

淡
泊
の
対
義
語
。
紅
紫
の
語
に
惹
か
れ
た
評
か
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、

科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題/

領
域
番
号19K

00296

近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置
―
若
槻
克
堂
と
剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究
（
期
間
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　

要
木
純
一
）�

及
び
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
陰
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置

─�

若
槻
克
堂
と
剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究
（
課
題
番
号
一
九
一
三　

期
間�

二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度　

研
究
代
表
者�

要
木
純
一
）

及
び

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー　

山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

山
陰
地
域
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の
研
究
と
活
用
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
課
題
番
号　

一
九
〇
二　

期
間
：
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度　

研
究
代
表
者　

野
本
瑠
美
の
ち
田
中
則
雄
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




